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仏全1990年8月1日

　
本
会
の
理
事
会
が
、
去
る
五
月
二
十
九
日
午
後
二

時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
理
事
長
の
導
師
で
三
帰
依
文
を
唱
和
、
挨
拶

に
つ
づ
い
て
、
議
長
に
白
川
理
事
長
、
議
事
録
署
名

人
に
小
倉
宗
徳
、
江
連
俊
則
の
藤
阪
を
選
ん
で
議
事

に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
元
年
度
事
業
報
告
の
承
認
を京都グランドホテルで開かれた理事会

求
め
る
件
L

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
詳
細

を
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
平
成
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
承

認
を
求
め
る
件
」

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
剛
山
財
務
部
長
が
説

明
。
つ
づ
い
て
師
田
良
説
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ

た
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
各
種
委
員
ム
至
宏
貝
の
承
認
を
求
め
る
件
｝

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
説

明
。
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
、
国
際
委
員
会
の
両
委
員

会
委
員
、
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
る
税
務
委
員
会
、

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
の
両
委
員
会
の
一
部

委
員
の
変
更
が
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
i
園
マ
ヤ
堂
修
復
実
施

計
画
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
久
米
原
国
際
文
化
部
長

と
川
井
匡
俊
ル
ン
ビ
混
一
委
員
長
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

園
マ
ヤ
堂
修
復
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
実

施
計
画
案
を
説
明
。

　
出
席
者
か
ら
活
発
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た

後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
．

①
同
和
委
貝
会
報
告

　
②
事
務
総
局
各
部
報
告

　
資
料
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　
　
臨
画
回
税
務
委
員
会

　
本
年
度
の
第
一
回
税
務
委
員
会
が
、
六
月
十
四
日

午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

左
記
の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

　
①
委
員
長
・
副
委
貝
長
選
出
の
件

　
委
員
長
に
伊
井
智
昭
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
、

副
委
員
長
に
志
村
慎
吾
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）
の
両

師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
②
税
制
改
正
に
対
す
る
要
望
書
の
件

　
本
年
も
、
例
年
通
り
「
税
制
改
正
に
対
す
る
要
望
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
③
諸
外
国
の
宗
教
法
人
税
制
研
究
会
の
件

　
帝
京
大
学
講
師
の
石
村
耕
治
氏
を
講
師
に
、
研
究

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

④
法
人
運
営
の
件

　
本
委
貝
会
が
作
成
し
た
「
財
務
手
引
書
」
三
部

が
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
実
情
に

そ
ぐ
わ
な
い
面
が
出
て
き
た
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

各
委
員
が
宗
派
等
に
お
け
る
諸
問
題
を
調
査
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

⑤
そ
の
他

　
日
宗
連
主
催
に
よ
る
「
第
七
回
宗
教
と
税
制
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
に
協
力
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
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六
月
七
日
午
前
十
時
か

ら
、
東
京
・
永
田
町
の
自
民

党
本
部
で
、
本
会
と
同
党
文

教
関
係
議
員
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
は
、
仏
教
界
の
要

望
を
幅
広
く
聞
き
た
い
と
い

う
、
自
民
党
の
呼
び
か
け
で

開
か
れ
た
も
の
で
、
白
川
理

事
長
、
石
上
事
務
総
長
を
は

じ
め
、
各
宗
派
の
代
表
者
が

出
席
し
た
。

　
懇
談
会
は
、
町
村
信
孝
党

文
教
局
長
の
開
会
挨
拶
に
始

ま
り
、
渡
辺
秀
央
全
国
組
織

委
貝
長
、
加
藤
六
月
政
調
会
長
ら
党
の
役
員
が
次
々

に
挨
拶
を
行
っ
た
。
　
本
会
か
ら
は
、
最
初
に
白
川

理
事
長
が
挨
拶
、
つ
づ
い
て
石
上
事
務
総
長
が
、
現

在
の
仏
教
界
が
置
か
れ
た
状
況
を
説
明
し
た
後
、
①

「
公
職
選
挙
法
」
改
正
に
か
か
わ
る
政
治
家
の
寄
付

禁
止
に
つ
い
て
、
②
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
に
つ
い

て
、
③
税
制
改
正
に
つ
い
て
、
④
墓
地
の
改
葬
手
続

き
簡
素
化
に
つ
い
て
、
⑤
教
育
を
巡
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
の
五
点
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
長

谷
川
正
浩
師
が
、
特
に
①
に
問
題
に
つ
い
て
、
政
治

家
の
寺
院
に
対
す
る
一
切
の
寄
付
禁
止
は
、
仏
教
に

お
け
る
布
施
（
「
財
施
」
）
の
精
神
を
根
源
か
ら
否
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
「
信
教
の
自
由
」
を

侵
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
説
明
、
「
公
職
選
挙

法
」
の
再
改
正
を
、
強
く
要
望
し
た
。

　
さ
ら
に
各
出
席
者
か
ら
、
事
務
総
長
が
行
っ
た
要

望
事
項
以
外
の
も
の
と
し
て
、
文
化
財
保
護
の
実

情
、
末
期
医
療
へ
の
取
り
組
み
等
、
様
々
な
課
題
に

対
す
る
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
加
藤
政
調
会
長
が
、
「
皆
さ
ん
の
要
望

に
で
き
る
限
り
応
え
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
」
と
結

ん
で
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
本
会
か
ら
の
主
な
出
席
者
は
次
の
通
り
。

　
山
崎
正
道
曹
洞
宗
財
政
部
長
、
貫
生
文
彦
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
総
務
、
山
口
阿
仙
真
宗
大
谷
派
総
務
部

長
代
理
、
川
井
匡
俊
浄
土
宗
財
務
局
長
、
柴
田
和
延

日
蓮
宗
庶
務
課
長
、
新
居
祐
政
高
野
山
真
言
宗
総
務

部
長
、
壷
折
玄
昭
臨
済
宗
妙
心
寺
派
東
京
宗
務
出
張

所
長
、
師
田
賢
説
天
台
宗
総
務
室
長
、
舛
田
順
明
真

言
宗
智
山
派
総
務
部
長
、
田
鳴
信
雄
真
言
宗
豊
山
派

総
本
山
長
谷
寺
東
京
出
張
所
長
。

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

　
第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
は
、
六
月

二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
議
題
①
正
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て

委
貝
長
に
真
宗
大
谷
派
の
安
原
晃
要
塞
委
員
＋

長
に
真
言
宗
豊
山
派
の
高
橋
辰
興
師
を
選
ん
だ
。

　
議
題
②
「
大
嘗
祭
」
に
つ
い
て

　
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
、
駒
沢
大
学
教
授
・
洗

建
氏
か
ら
、
今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
大
嘗
祭
」

が
、
信
教
の
自
由
に
関
し
て
内
包
す
る
問
題
点
に
つ

い
て
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
出
席
者

か
ら
様
々
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
議
題
③
本
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
本
年
も
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

中
止
の
要
請
」
を
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
案
は
、
昨
年
提
出
し
た
「
要

請
」
の
字
句
を
一
部
修
正
し
て
、
事
務
局
で
作
成
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
　
ノ
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都道府県仏教会代表者会議（東京グランドホテル）

　
去
る
六
月
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
、
平
成
二
年
度

の
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
、
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
石
上
事
務
総
長
の
導
師
で
三
帰
序
文
を
唱
和
、
挨

　
　
　
　
　
　
　
　
昌
■
■
口

　
●
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○
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○
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拶
に
つ
づ
い
て
、
新
潟
県
仏
教
会
会
長
の
中
村
啓
識

師
を
座
長
に
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
①
第
三
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
野
生
司
社
会
部
長
か
ら
、
本
年
九
月
十
一
日
に
開

催
さ
れ
る
、
第
三
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
大
阪

大
会
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
大
阪
府

仏
教
会
副
会
長
の
増
田
貞
圓
師
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
含
め
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
②
税
制
改
正
の
動
向
に
つ
い
て

　
川
島
総
務
部
長
が
、
消
費
税
の
今
後
の
見
直
し

等
、
税
制
改
正
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
各
地
に
お
け
る
税
務
調
査

の
現
況
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
③
同
和
推
進
に
つ
い
て

　
本
会
同
和
委
員
会
副
委
員
長
の
伊
東
俊
彦
師
が
、

活
動
報
告
と
協
力
の
要
請
を
行
っ
た
。

　
④
公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
う
、
政
治
家
の
寄
付
禁

　
　
止
に
つ
い
て

　
野
生
司
社
会
部
長
が
、
本
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
つ
い
て
報
告
、
長
谷

川
正
浩
顧
問
弁
護
士
が
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
⑤
第
十
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
久
米
原
国
際
文
化
部
長
が
、
本
年
十
月
に
第
十
七

回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
、
と
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
⑥
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
久
米
原
国
際
文
化
部
長
が
、
本
会
が
進
め
る
ル
ン

ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
実
施
計
画
に
つ
い
て
報
告
、

勧
募
活
動
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

　
会
議
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

第
一
回
国
際
委
員
会

　
本
年
四
月
に
国
際
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
第
一
回

目
の
会
合
が
、
去
る
六
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か

ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
正
・
副
委
員

長
の
選
出
に
入
り
、
委
員
長
に
舛
田
順
調
（
真
言
宗

智
山
派
）
、
副
委
員
長
に
松
濤
弘
道
（
浄
土
宗
）
の
　
↑

両
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
本
委
員
会
の
今
後
の
活
動
方
針
等
に
つ

い
て
審
議
が
な
さ
れ
た
。

杜
多
徳
雄
師
を
囲
む
会

　
本
会
事
務
総
局
に
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
奉
職
さ

れ
、
去
る
三
月
に
退
職
さ
れ
た
杜
多
徳
雄
前
国
際
文

化
部
長
を
囲
む
会
が
、
六
月
十
三
日
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
杜
多
師
の
長
年
の

ご
苦
労
に
感
謝
す
る
た
め
、
白
川
理
事
長
が
呼
び
掛

け
た
も
の
で
、
当
日
は
約
七
十
名
の
関
係
者
が
出

席
、
な
ご
や
か
な
懇
談
の
う
ち
に
、
杜
多
師
の
新
し

い
出
発
を
祝
っ
た
。
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こ
の
た
び
、
社
団
法

人
・
民
事
法
情
報
セ
ン

タ
ー
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
宗
教
法
人
の
法
律
相

談
』
は
、
宗
教
法
制
研
究

会
が
昭
和
五
十
五
年
に

発
足
さ
れ
て
以
来
、
十

年
に
わ
た
る
研
究
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
本
書
は
、
日
常
的
に

起
こ
り
得
る
、
宗
教
法

人
を
め
ぐ
る
諸
々
の
法

律
問
題
を
、
質
問
応
答

形
式
で
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
、
具
体
的
な
対
処
方
法
ま
で
示
し
た
実
用
書
で

あ
る
と
同
時
に
、
全
体
を
通
じ
て
は
、
深
い
法
律
解
釈

と
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
等
の
、
多
大
な
研
究
エ
ッ
セ

ン
ス
が
ま
と
め
ら
れ
た
専
門
書
で
も
あ
り
ま
す
。

　
執
筆
に
は
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
先

生
を
始
め
、
二
十
一
名
に
お
よ
ぶ
専
門
家
が
当
っ
て
お

り
、
主
な
目
次
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
す
。

○
宗
教
法
人
と
し
て
の
寺
院

○
宗
教
法
人
の
管
理
・
運
営

○
宗
教
法
人
の
財
産
管
理

○
宗
教
法
人
と
墓
地

○
宗
教
法
人
と
事
業

○
税
務
調
査
の
受
け
方
と
信
仰
と
の
関
係

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
宗
教
法
人
関
係
者
の
日
常

の
手
引
書
と
し
て
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
お

り
、
各
教
団
、
県
仏
教
会
の
役
職
者
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ

て
の
ご
住
職
方
に
必
読
の
書
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
本
に
関
し
ま
す
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
全

射
の
事
務
総
局
ま
で
ど
う
ぞ
。
一
般
の
書
店
で
も
も

ち
ろ
ん
手
に
入
り
ま
す
が
、
本
会
を
通
し
ま
す
と
、

定
価
（
六
二
〇
〇
円
）
の
一
割
引
に
な
り
ま
す
。

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　
去
る
六
月
二
十
五
日
午
後
六
時
か
ら
、
『
宗
教
法
人

の
法
律
相
談
』
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
東
京
・
四
谷

の
主
婦
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
は
、
宗
教
法
制
研
究
会
の
会
員
を
は
じ
め
、
仏

教
界
関
係
者
、
学
会
、
法
曹
器
物
か
ら
百
人
を
超
え
る

出
席
者
で
あ
ふ
れ
、
な
ご
や
か
な
懇
談
が
つ
づ
い
た
。

　
野
生
司
社
会
部
長
の
司
会
で
、
最
初
に
本
会
の
白
川

理
事
長
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
乾
杯
の
後
、
各
界
の
代

表
者
か
ら
、
次
々
に
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
研
究
会
の
世
話
人
で
も
あ
る
長
谷
川

正
浩
弁
護
士
が
、
研
究
会
の
活
動
を
、
今
後
一
層
活
発

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
、
二
時
間
に
わ
た
る
パ
ー
テ

ィ
ー
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
な
お
、
宗
教
法
制
研
究
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
ば
、
東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
一
一
九
－
六
の
二
〇

五
　
長
谷
川
法
律
会
計
事
務
所
　
〇
三
一
三
五
ニ

ー
四
五
五
四
ま
で
。

御
璽
9
務
《
局
〔
録
峯
蓉

　
　
　
　
　
1
六
月
－

　
　
一
日
　
大
阪
花
博
ネ
パ
ー
ル
デ
ー
出
席

　
　
四
日
　
局
内
会
議

　
　
五
日
　
木
辺
宣
慈
木
辺
派
門
主
本
葬
儀
参
列

　
　
七
日
　
自
民
党
文
教
関
係
議
員
と
の
懇
談
会

　
　
入
日
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
福
岡
）

　
十
一
～
十
二
日
　
同
宗
連
研
修
会
出
席

　
十
二
日
　
竹
村
教
智
智
山
派
管
長
本
葬
儀
参
列

　
十
四
日
　
税
務
委
員
会

　
　
　
　
　
全
野
協
墨
跡
展
出
席

　
十
五
日
　
局
内
会
議

　
十
九
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
二
十
日
　
都
道
府
田
上
教
会
代
表
者
会
議

二
十
一
日
　
同
和
委
員
会
・
研
究
会

二
十
二
日
　
局
内
会
議

二
十
三
日
　
部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

二
十
七
日
　
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

二
十
九
日
　
国
際
委
員
会

　
　
　
　
　
一
七
月
一

　
　
一
日
　
総
持
寺
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

　
　
九
日
　
局
内
会
議

　
十
入
日
　
同
和
委
員
会

　
十
九
日
　
局
内
会
議

　
二
十
日
　
福
岡
県
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

二
十
二
～
二
十
八
日
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

二
十
三
～
二
十
九
日
　
国
際
親
善
訪
タ
イ
団
参
加

　
三
十
日
　
局
内
会
議
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仏全1990年8月1日
ず
暴
腰
帖
申
恥

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
　
　
長
藤
音
晃
祐
総
　
　
務
松
　
村
　
了
　
昌
　
同
　
　
酒
　
生
　
文
彦
　
同
　
　
爪
　
田
　
一
　
貫
　
同
　
　
佐
々
木
文
雄
　
同
　
　
伊
井
智
昭
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
細
　
川
　
信
　
元
押
　
　
務
上
野
　
　
諦
　
同
　
　
村
　
上
　
耕
　
二
　
同
　
　
祖
父
江
　
照
　
道
　
同
　
　
調
　
　
　
　
　
紀
　
同
　
　
武
　
田
　
昭
龍
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

……≡
　
4
申
　
7
＝

一6一
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1990年8月1日仏全
無
給
申
恥

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
管
　
　
長
春
　
見
　
文
　
勝
宗
務
総
長
小
　
倉
　
宗
　
徳
総
務
部
長
和
　
久
　
弘
　
昭
教
学
部
長
　
馬
　
場
　
宗
　
信
財
務
部
長
本
多
　
道
　
一
糀
細
鎗
木
　
村
　
潮
　
音
法
務
部
長
澁
　
谷
　
厚
　
保
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
三
＝
二

天
台
宗
務
庁
宗
務
総
長
多
　
紀
　
頴
　
信
鯵
務
部
賄
位
田
同
一
鯵
務
部
賭
吉
　
田
　
正
　
賢
鯵
学
部
三
山
　
田
　
能
　
裕
一
会
部
麟
高
　
松
　
義
　
寛
総
務
室
長
師
　
田
　
賢
　
説
大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号
〒
珈
胡
〇
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

””
D≡」

申
言

一7一



仏全1990年8月1日
鰯
帖
申
言

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派
宗
務
所
翻
　
甜
松
村
祐
澄
繍
無
嚴
田
中
純
慮
職
務
部
厨
不
　
破
　
光
　
古
平
学
部
斯
福
　
島
　
智
　
秀
哨
務
部
蹄
堀
川
和
海
華
務
長
手
　
嶋
千
俊
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
旙
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五
F
A
X
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

朋開
D≡」

申
「
≡

一8一



1990年8月1日仏全
騰
帖
無
恥

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
罰
　
麟
井
上
紀
生
一
図
総
嚴
岡
　
田
　
高
　
功
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四
〒
鵬
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一

孝
道
教
団
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
岡
　
野
　
鄭
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
別
　
ρ
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

神
奈
川
県
門
教
会
会
　
　
長
福
　
永
　
隆
　
昭
副
会
長
小
　
崎
　
竜
　
雄
　
同
　
　
横
　
山
　
敏
　
明
　
同
　
　
柳
　
下
　
隆
　
侃
　
同
　
　
大
　
井
　
重
　
忠
事
務
局
長
本
　
間
　
孝
　
康
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
捌
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

愛
媛
県
佛
教
会
会
　
　
長
海
　
頭
　
廣
　
文
副
会
長
村
　
中
　
戌
　
信
　
同
　
　
中
　
村
　
在
　
康
生
　
　
査
　
吉
　
川
　
俊
　
宏
　
同
　
　
河
　
野
　
晃
　
照
事
務
局
長
水
　
崎
　
章
　
元
暦
　
　
計
松
　
本
　
信
　
見
　
　
　
　
　
役
　
貝
　
一
　
同
松
山
市
石
質
二
一
九
－
二
一
　
　
　
　
　
　
　
　
地
蔵
院
内
〒
獅
　
○
八
九
九
（
七
七
）
〇
七
六
六

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
燈
　
　
主
動
　
倉
　
露
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
一
二
二
〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
灘
　
銀
蓮
生
善
隆
帯
締
総
嚴
加
　
藤
　
勝
　
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
三
一
一
〒
窺
　
○
八
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一

一一
D≡」

申
三
・
＝

総
本
山
誓
願
寺
浄
　
　
土
　
　
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所
管
　
　
長
桜
　
間
観
　
刹
宗
務
総
長
鵜
　
飼
　
慶
　
範
京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
〒
脳
　
〇
七
四
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

真
言
宗
犬
鳴
派
大
本
山
七
宝
滝
寺
管
　
　
長
東
　
條
　
仁
　
進
宗
務
総
長
帯
　
盛
　
竜
　
応
購
罐
耀
糠
東
　
條
　
仁
　
哲
修
験
道
理
事
長
林
　
　
　
宝
　
泉
大
阪
府
泉
佐
野
市
大
木
八
〒
謝
覗
　
〇
七
二
四
（
五
九
）
七
〇
四
二

一9一
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仏全1990年8月1日

浄
土
宗
総
本
山
知
　
恩
　
院
門
　
　
跡
藤
井
實
慮
執
事
長
寺
本
　
哲
　
榮
　
　
　
　
　
内
　
局
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
〒
備
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
一
二
一
一

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺
巡
　
　
有
梶
本
　
日
　
喬
宗
務
総
長
井
　
上
　
日
　
慶
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
東
竪
町
一
一
〇
〒
㎜
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六

騰
帖
申
恥
…
…
．

静
岡
野
仏
教
会
会
　
　
長
猪
　
俣
顕
　
忠
副
会
長
伊
　
村
　
隆
　
恵
　
同
　
　
伊
藤
義
昭
　
同
　
　
石
上
富
盛
　
同
　
　
長
谷
川
義
雄
浜
松
市
松
島
町
三
五
〇
　
祐
泉
寺
内
〒
娚
　
〇
五
三
四
（
二
五
）
一
二
四
五

曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
貫
　
　
首
梅
　
田
　
信
隆
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
一
一
一
一
〒
獅
　
〇
四
五
（
五
八
一
）
六
〇
一
二

千
葉
県
仏
教
会
会
　
　
長
長
　
瀬
　
日
　
還
理
事
長
山
　
田
　
勝
　
義
千
葉
県
市
川
市
中
山
二
！
十
一
一
　
大
本
山
　
法
華
経
寺
内
〒
㎜
　
〇
四
三
四
（
三
四
）
三
四
三
一
一
一

全
日
本
仏
教
会
副
会
長
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺
瀦
　
叛
丹
羽
観
堂
下
都
市
左
京
区
永
観
堂
町
四
八
〒
鰯
　
〇
七
五
（
七
六
一
）
○
○
〇
七

≡
　
」
申
＝
7
＝

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
面
　
語
　
翠
巌
紀
　
　
綱
阿
　
部
　
顕
　
瑞
副
　
　
寺
豊
島
健
　
生
　
　
　
　
　
外
役
寮
一
同
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
二
五
七
〒
細
胡
〇
四
六
五
（
七
四
）
ご
二
二
一

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
貫
　
　
首
丹
　
羽
　
廉
　
芳
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
〒
脚
並
〇
七
七
六
（
六
三
）
ご
二
〇
八

一10一
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1990年8月1日仏全

大
本
山
護
　
　
國
　
　
寺
貫
　
　
主
小
　
林
良
　
弘
執
　
　
事
岡
　
本
　
永
　
司
院
　
　
三
図
　
谷
良
　
祐
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
1
一
〒
m
　
O
三
（
九
四
一
）
〇
七
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
〇
六

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
　
　
首
鶴
　
見
　
照
　
碩
千
葉
県
成
田
市
成
田
一
〒
鰯
　
〇
四
七
六
（
二
二
）
二
一
一
一

臨
監
申
恥

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
本
山
須
磨
寺
管
　
　
長
小
　
池
　
義
　
人
神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
二
四
－
六
－
八
〒
磯
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

京
都
仏
教
会
会
　
　
長
東
伏
見
　
慈
　
沿
理
事
長
有
　
馬
　
頼
　
底
常
務
理
事
大
　
島
　
亮
　
準
　
同
　
　
清
　
瀧
　
智
　
弘
　
同
　
　
荒
　
木
　
元
　
悦
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入
　
　
　
相
國
寺
門
前
町
六
八
四
一
一
〒
㎜
　
〇
七
五
（
二
二
三
）
六
九
七
五
F
A
X
O
七
五
（
二
二
三
）
六
九
七
六

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
春
　
見
　
文
　
勝
理
事
長
稲
　
田
　
稔
　
遠
野
温
潤
杣
森
　
寛
紹
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
塒
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
荻
　
原
　
貞
　
興
執
事
長
菅
原
　
栄
光
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
番
地
〒
捌
岨
　
〇
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
一
三

““
D≡

新
潟
県
仏
教
会
会
　
　
長
中
　
村
　
啓
　
識
長
岡
市
上
田
町
　
徳
聖
寺
内
〒
蜘
　
〇
二
五
八
（
三
三
）
一
五
八
六

」
申
　
7
　

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
　
　
長
山
　
本
　
　
　
杉
　
　
　
　
　
理
　
事
　
一
　
同
　
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
一
一
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
九
一
〇
）
＝
一
八
九

真
　
理
　
舎
主
　
　
管
友
　
松
　
諦
　
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
⊥
○
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
八
三
〒
m
　
O
三
（
二
五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二
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1990年8月1日仏全

蜥回

　　　　　　90年10月21日～25日
　
　
参
加
者
募
集

　
第
十
七
回
世
界
仏
教
徒
大
会
（
W
F
B
大
会
）

は
、
来
た
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
韓
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会
に
、
W
F

B
日
本
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
全
日
本
仏
教
会
か
ら
は
、

春
見
文
勝
会
長
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）
を
は
じ

め
、
各
宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会
か
ら
、
多
数
の
代

表
者
が
出
席
す
る
予
定
で
す
。

　
本
会
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
大
会
へ

ご
参
加
い
た
だ
き
、
世
界
各
国
の
仏
教
界
代
表
者
と

友
好
を
は
か
り
、
韓
国
の
仏
教
徒
と
親
善
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
く
、
左
記
の
要
領
で
〈
W
F
B
ソ
ウ
ル

大
会
参
加
・
韓
国
五
日
間
の
旅
〉
を
企
画
い
た
し
ま

し
た
。

　
W
F
B
大
会
参
加
後
、
俗
離
山
や
薩
州
の
仏
跡
を

訪
問
す
る
こ
の
旅
行
へ
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
旅
行
期
間
　
十
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日

　
募
集
人
員
　
百
二
十
名

　
費
　
　
用
　
東
京
発
　
十
五
万
四
千
円

　
　
　
　
　
　
大
阪
発
　
十
五
万
一
千
円

　
し
め
切
り
　
九
月
末
日

　
申
込
み
先
　
日
本
旅
行
池
袋
海
外
旅
行
支
店

　
　
　
　
　
　
　
〇
三
－
九
入
六
1
＝
壬
二

　
問
い
合
せ
　
本
会
国
際
文
化
部
ま
で
ど
う
ぞ

科学がいま．金融を変える。孟

＝：

分析に科学を。予測に科学を。投資に科学を。

勘や経験だけに頼る時代から、

科学手法を応用する時代へ。

いま、金融の世昇は大春く変わろうとしていますも

その最先端をゆくのが山一の「情輯科学」です，

地球をかけめぐる盒融の流れは、

情輯とその分析、さらに予測により決定されますも

山一では高度な金融理論と最新の

コンピュータテクノロジーを駆使して対応。

授資においては管理されたリスクのもとで

最大のリターンをめざしています』

山一の「惰綴科学」は、

さまざまな商品の開箆に役だっている他、

愈融のあらゆるニーズにお応えしています，

「情輯科学」。これからの山一と

盒融を語るキーワードですも

覧鎗

誌翫

鱒　　　　　【

’クー鐙券
〒104東京都中央区八重洲2の4の1
8（03）276－3181（代表）

“
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仏

説
端
喰
闘
業
・
粥
陀
羅
間
題
巴
研
闘
窩

全1990年8月1日

イ
ン
ド
密
教
に
お
け
る
栴
陀
羅

　
第
入
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会

が
、
去
る
六
月
二
十
一
日
前
午
後
｝
時
か
ら
、
真
言

宗
豊
山
派
宗
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
高
野
山

大
学
教
授
・
松
長
有
慶
師
が
、
「
イ
ン
ド
密
教
に
お

け
る
施
陀
羅
」
と
題
し
て
、
要
旨
次
の
よ
う
な
講
演

を
行
っ
た
。
終
了
後
、
出
席
者
か
ら
活
発
な
質
問
、

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　
1
0
1
0
i

　
私
は
イ
ン
ド
の
栴
陀
羅
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
応

自
分
の
専
門
領
域
か
ら
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
『
大
正
大
蔵
経
』
の
密
教
部
（
第
十
入
～
二
十

一
巻
）
を
中
心
に
、
そ
の
中
に
現
わ
れ
て
い
る
施
陀

羅
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
い
う

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
密
教
経
典
の
中
の
栴
陀
羅
問
題
に
つ
い
て
整
理
し

た
も
の
を
、
大
体
系
統
的
に
分
け
る
と
、
A
、
B
、

C
の
三
種
類
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
A
は
、
詳
覧
羅

の
差
別
そ
の
も
の
を
、
も
ろ
に
打
ち
出
し
て
い
る
箇

所
、
B
は
い
わ
ゆ
る
精
霊
と
か
鬼
神
と
い
う
よ
う
な

も
の
と
同
一
視
す
る
傾
向
の
箇
所
、
C
は
施
陀
羅
に

高
野
山
大
学
教
授
松
長
有
慶

対
す
る
救
済
論
、
栴
陀
羅
こ
そ
救
わ
れ
る
ん
だ
と
い

う
考
え
方
が
仏
教
の
中
に
出
て
来
て
い
る
も
の
で

す
。
　
釈
尊
が
、
四
姓
の
平
等
を
説
か
れ
た
と
い
い

な
が
ら
、
仏
教
教
団
が
社
会
的
な
存
在
と
し
て
発
展

し
て
い
く
間
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
制
度
を
借
用

し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
取
り
入
れ
、
こ
の
栴
陀
羅
差

別
の
問
題
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
と
い
う
形
を
取
っ

て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
も
ご
承
知
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ま
ず
A
で
す
が
「
無
垢
浄
光
大
ダ
ラ
ニ

経
」
に
、
「
死
ん
だ
ら
地
獄
に
行
っ
て
、
次
に
施
陀

羅
の
身
を
受
け
る
、
そ
し
て
そ
の
後
に
又
、
後
生
に

お
い
て
は
猪
の
身
体
を
受
け
る
」
と
い
う
よ
う
な
表

現
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
唐
の
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た

経
典
で
す
が
、
こ
う
い
う
形
で
施
陀
羅
を
非
常
に
差

別
し
た
、
卑
し
め
た
表
現
が
も
ろ
に
出
て
来
て
い
る

部
分
で
す
。
あ
る
い
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
を
説
明
し

て
い
る
時
に
、
非
人
身
と
い
う
の
が
、
悪
栴
陀
午
下

と
い
う
よ
う
な
表
現
で
、
不
空
訳
の
「
補
陀
洛
海
会

軌
」
と
い
う
の
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
仏
教
に
は
、
火
難
・
水
難
・
財
難
と
い
う
よ

う
な
十
な
い
し
二
十
の
恐
ろ
し
い
難
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
に
、
施
陀
羅
の
恐
れ
と
い
う
よ
う
な
表

現
が
、
や
は
り
不
空
訳
の
「
大
宝
広
博
楼
閣
善
住
秘

密
ダ
ラ
ニ
経
」
に
あ
る
。
さ
ら
に
菩
提
流
支
訳
の

「
不
空
絹
索
経
」
に
「
施
陀
羅
は
諸
仏
が
見
捨
て
て

い
る
、
今
生
で
成
仏
せ
ず
、
過
去
世
の
善
根
が
焼

け
、
後
世
の
善
根
も
壊
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
凄

ま
じ
い
差
別
表
現
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
栴
陀
羅
に
近
づ
か
な
い
、
と
い
う
表
現
で

す
。
ま
ず
戒
律
と
し
て
こ
れ
を
避
け
る
ん
だ
、
と
い

う
考
え
方
が
「
根
本
説
一
切
有
雄
藩
奈
耶
雑
事
」
と

か
、
「
十
諦
律
」
と
か
「
法
華
経
」
と
か
「
鍮
伽
師

塩
竃
」
な
ん
か
に
も
出
て
く
る
。
比
丘
た
る
者
は
交

渉
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
者
と
し
て
五
施
茶
羅
と
い

う
表
現
が
「
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
」

に
出
て
い
る
し
、
行
者
が
食
べ
て
は
な
ら
な
い
の
は

施
政
忌
寸
の
食
事
だ
と
い
う
こ
と
が
、
「
一
字
頂
輪

予
冷
」
と
か
「
陀
羅
尼
溜
息
」
の
中
に
出
て
き
ま
す
。

　
密
教
経
典
の
中
の
特
異
な
も
の
と
し
て
、
夢
占
い

を
す
る
時
に
、
駒
引
羅
を
見
た
ら
障
碍
が
あ
る
か
ら

成
就
し
な
い
、
そ
う
い
う
不
吉
な
夢
を
見
た
時
、
真

言
に
よ
っ
て
そ
れ
を
転
換
さ
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
「
観
自
在
菩
薩
最
勝
明
王
心
経
」
と
い
う
よ
う
な

経
典
の
中
に
現
れ
て
き
ま
す
。

　
第
二
に
B
で
す
が
、
イ
ン
ド
人
は
、
仏
教
が
お
こ

る
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
自
分
達
に
い
ろ
い
ろ
な
災
が

お
こ
る
、
病
気
に
な
っ
た
り
、
不
意
に
死
ん
だ
り
、

一14一
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演される松長教授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗
齢

不
幸
が
訪
れ
た
り
す
る
の
は
、
精
霊
や
鬼
神
の
せ
い

だ
、
と
い
う
信
仰
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
六
字

呪
王
経
」
と
か
「
阿
咤
薄
倶
元
師
大
将
上
仏
陀
羅
尼

経
修
行
儀
軌
」
と
か
「
請
観
世
音
菩
薩
三
伏
毒
害
ダ

ラ
ニ
送
手
」
を
み
る
と
、
精
霊
と
か
鬼
神
の
名
前
の

中
に
、
栴
陀
羅
が
入
っ
て
き
ま
す
。

　
天
、
龍
、
夜
叉
、
羅
刹
、
餓
鬼
…
…
、
沙
門
、
婆

羅
門
、
羅
刹
、
吠
舎
、
首
玉
羅
、
そ
の
次
に
、
摩
登

伽
、
摩
登
伽
女
、
栴
陀
羅
、
栴
陀
妻
女
と
出
て
く
る

わ
け
で
す
。
「
阿
吃
薄
倶
鏡
師
大
将
上
旬
陀
羅
尼
経

修
行
儀
軌
」
の
中
に
も
た
く
さ
ん
の
鬼
神
の
名
前
が

並
ん
で
い
て
、
こ
の
中
に
も
魔
登
伽
と
か
栴
陀
羅
が

出
て
く
る
。

　
一
方
、
「
宝
蔵
神
大
明
曼
茶
羅
儀
軌
経
」
「
蘇
悉
地

経
」
に
は
、
鬼
神
が
か
え
っ
て
行
者
を
擁
護
す
る
と

い
う
よ
う
な
表
現
も
出
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
精
霊
と

か
鬼
神
と
か
仁
座
羅
等
に
、
帰
依
し
て
崇
拝
す
る
と

い
う
考
え
方
、
そ
し
て
そ
の
持
っ
て
い
る
力
を
活
用

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
き
た
経
典
が
、
「
大
孔

雀
呪
王
経
」
と
か
「
阿
黒
糖
倶
経
」
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
C
は
、
施
療
羅
に
対
す
る
救
済
と
い
う

か
、
成
仏
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
栴
陀
羅
こ
そ
成
仏
を
得
る
ん
だ
と
い
う
考
え
方
が

後
期
の
密
教
経
典
の
中
に
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
イ

ン
ド
で
見
捨
て
ら
れ
た
ロ
ー
・
カ
ー
ス
ト
の
人
々
を

救
済
出
来
る
の
は
こ
め
教
え
、
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、
ハ
ッ
キ
リ
打
ち
出
し
て
い
く
。

そ
こ
に
は
、
社
会
組
織
の
中
で
見
捨
て
ち
れ
た
階

級
、
こ
の
人
達
に
手
を
差
し
の
べ
て
、
仏
教
と
い
う

も
の
の
恩
恵
を
わ
か
ち
て
、
一
緒
に
や
り
て
い
こ
う

と
い
う
姿
勢
が
、
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

　
○
魯
嘱
⇔
ω
⇔
ヨ
9
1
冨
の
中
に
「
施
陀
羅
族
と
か
笛
作

り
等
や
、
殺
生
を
目
的
と
し
て
利
を
求
め
る
人
た
ち

は
、
無
上
な
る
大
乗
の
中
で
も
、
ま
さ
に
こ
の
最
上

乗
に
お
い
て
成
就
を
得
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま

す
。
「
無
間
業
を
も
つ
人
た
ち
、
大
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
も
ま
た
、
大
乗
の
大
海
の
中
で
も
、
こ
の
仏
乗

に
お
い
て
成
就
を
得
る
」
と
。

　
底
辺
で
見
捨
て
ら
れ
て
、
ど
う
し
て
も
救
え
な
い

〆
　
■
　
．

者
、
倫
理
的
に
非
常
に
非
難
を
受
け
る
よ
う
な
行
為

を
す
る
人
、
そ
の
も
の
を
救
う
の
は
Q
巳
ζ
四
ω
孚

ヨ
鋤
冨
な
ん
だ
、
と
い
う
考
え
方
が
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
か
ら
直
訳
す
る
と
出
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
中

国
に
い
く
と
、
こ
う
い
う
思
想
は
理
解
さ
れ
な
い
。

倫
理
・
道
徳
で
宗
教
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
と
、
こ

う
い
う
と
ん
で
も
な
い
事
を
い
う
宗
教
は
、
け
し
か

ら
ん
と
い
う
事
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
「
た
と
え
世
間
の
施
陀
羅
及
び
悪

類
、
常
に
殺
害
を
起
こ
す
と
も
、
も
し
浄
信
解
を
以

て
秘
密
を
修
す
れ
ば
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
は
猛

烈
な
ま
や
か
し
で
あ
る
わ
け
で
す
。
中
国
に
来
る

と
、
中
国
の
し
き
た
り
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
し

て
、
表
現
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
で
す
。

　
イ
ン
ド
の
後
期
密
教
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
、
バ

ラ
モ
ン
社
会
か
ら
は
み
出
し
た
も
の
を
、
仏
教
の
中

に
組
み
入
れ
て
、
救
っ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
を
、

ハ
ッ
キ
リ
出
す
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
十
一
世

紀
、
十
二
世
紀
の
成
就
者
（
シ
ッ
ダ
ー
悟
り
を
得
た

人
）
の
中
に
は
、
シ
ャ
バ
リ
ー
と
か
マ
ー
タ
ン
ガ
ー

と
か
、
辺
境
民
族
出
身
者
の
名
前
が
出
て
き
ま
す
。

有
名
な
阿
三
三
の
名
前
に
、
そ
う
い
う
ア
ウ
ト
ρ
カ

ー
ス
ト
の
人
達
が
、
ど
ん
ど
ん
入
り
こ
ん
で
い
く
よ

う
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
密
教
経
典
の
中
の
旛
陀
羅
と
い

う
も
の
は
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
律
し
さ
れ
な
い
、

い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。
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開
催
せ
ま
る

　
第
三
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
大
阪
大
会
は
、

来
た
る
九
月
十
一
日
の
開
催
に
向
け
て
、
着
々
と
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
春
見
文
勝
本
会
会
長
が
大
会
総
裁
を
務
め
る
、
こ

の
た
び
の
大
会
に
は
、
各
宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会

か
ら
、
多
数
の
代
表
者
が
出
席
す
る
予
定
で
す
。

　
大
阪
で
は
ち
ょ
う
ど
「
花
と
緑
の
博
覧
会
」
も
開

催
さ
れ
て
お
り
、
加
盟
団
体
か
ら
一
人
で
も
多
く
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

内三日
二丁時

　
な
お
、

ホ
テ
ル
で
、
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
す
。

〈
参
加
申
込
〉
大
阪
市
浪
速
区
元
町
一
－
十
－
三
十

鉄
眼
寺
内
．
第
三
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
大
阪

大
会
事
務
局
　
〇
六
－
六
四
九
一
四
六
九
三
ま
で

九
十
年
九
月
十
一
日
（
火
）
正
午
よ
り

大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

正
午
か
ら
の
「
式
典
」
に
引
き
つ
づ
い

て
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
は
、
大
谷
光

真
師
（
西
本
願
寺
門
主
）
の
記
念
法
話
、

津
本
陽
氏
（
作
家
）
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
津
本
氏
の
他
、
金
岡

秀
友
師
（
東
洋
大
学
教
授
）
、
松
林
宗
恵
師

（
映
画
監
督
）
、
さ
だ
ま
さ
し
氏
（
歌
手
）
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

午
後
六
時
か
ら
は
、
全
日
空
シ
ェ
ラ
ト
ン

昭私
和た

1愚
ま遇

動鍾

抱
え
蠕
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